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４．現在の取組

５．おわりに
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１．はじめに

・ 鹿児島県は養殖ブリ生産量全国一（R4全国シェア約25%）
・ うち長島海域では年間約230万尾，約１万㌧を生産（県内シェア40～50%）
・ 地元の東町漁協は，単一漁協として養殖ブリ生産量全国一
・ 薄井漁港を拠点に，鰤王（ぶりおう）ブランドとして国内外へ広く流通

国土地理院地図

県内の主な
養殖ブリ生産地

鹿児島湾域

長島海域

国土地理院地図

長島海域

薄井漁港

長島海域産養殖ブリ「鰤王」
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・ 県管理第３種漁港で流通拠点漁港
・ R4利用漁船数：1,251隻（全国一）

・ R4属地陸揚量：9,925㌧
うち海面養殖業：9,724㌧（98%）

［ブリ:約9,450㌧,マダイ:約200㌧,アオサ:約40㌧］

漁船漁業［まき網, 刺網,定置網など］

１．はじめに （薄井漁港の概要）
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長島町：人口約９千人。水産業，農業が盛ん
ブリ マダイ アオサ じゃがいも 柑橘類 芋焼酎

本港

竹島（ブリ拠点）

国土地理院地図

国土地理院地図
薄井漁港

国土地理院地図



２．長島海域におけるブリ養殖業の発展
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・ 鹿児島県ではS30年代に鹿児島湾内でブリ養殖が始まる
・ 地理的利点 天然稚魚（モジャコ）の採捕に適す

温暖な海水温，潮流が速く水深の深い内湾 など
・ 長島海域においても同様の環境

鹿児島県水産技術開発センター事業報告書 鹿児島県水産技術開発センター事業報告書

東シナ海を黒潮にのって
春先に県海域に現れる

流れ藻の下を住処とする稚魚

・ 地元の東町漁協は，
S41 ブリの試験養殖開始
S44 本格化
S45 本港に荷さばき所開設
S49 長島～本土間の架橋で

物流が飛躍的に向上

R5ブリ資源評価資料

ブリの分布

薄井漁港（S50年代）

竹島（無人島）

荷さばき所

本港

流れ藻



３．1) 養殖ブリ流通拠点・竹島の初期整備
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竹島長島本島

諸浦島

竹島大橋(295m)(H7)

ブリ用閉鎖型
荷さばき所(H13)

現ブリ加工場(H6)

漁船漁業等
荷さばき所(S45)

総合加工場(H25)

本港

・ S57 対米輸出開始（養殖魚として国内初）

・ 生産，流通の拡大のネック：餌の荷下し，生簀修理，陸揚げ，加工の場不足
➢ 本港だけでは限界→無人島の「竹島」に着目

・ S59 県は竹島に外郭，係留，用地整備を開始。H7に竹島大橋が完成
・ H6 漁協は加工場（一次加工）を整備。H13に閉鎖型荷さばき所が完成
・ H15 概ね現在の港形となる

S50年代

S63年

H13年

現在R6年

現ブリ加工場(H6)

竹島大橋(H7)



３．2) 輸出強化に向けた竹島の整備,取組

加工場(H6)
閉鎖型荷さばき所(H13)

陸揚岸壁
(S63)

岸壁屋根(H23)

陸揚浮桟橋
(H26) 加工場荷さばき所陸揚浮桟橋(屋根付き)
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・ H20に加工数が年100万尾を突破。加工量増加で荷さばき所前の陸揚岸壁
が回転不足
・ 県は，陸揚場の確保に衛生管理と潮位差の対応を併せ，岸壁屋根と屋根
付き陸揚浮桟橋を整備

・ 養殖場から竹島での陸揚げ，加工に至る一連の衛生管理体制が確立
H10 加工場対米HACCP認証取得（養殖魚加工場で国内初）

H12 漁場利用改善計画認定（国内第１号）

H13 閉鎖型荷さばき所完成
→ H15 「対EU輸出水産食品取扱い施設」認定。EU輸出開始（養殖魚加工場で国内初）



３．2) 輸出強化に向けた竹島の整備,取組
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・ その他，越波と航跡波対策の消波工や浮体式係船岸などの整備を進め，
生産活動の安全性，効率性の向上を図ってきた

越波

航跡波

浮体式係船岸重労働



３．3) 生産拠点，漁場の整備

8漁船転覆（H16台風） 護岸係留，干潮時乗上げ 網が広げられない 低潮位時の餌荷下し

・ 養殖業が盛んな地域（圏域）で生産性の向上を図るには，流通拠点漁港
とともに，生産拠点漁港と漁場（養殖場の静穏性確保等）も必要な整備を

H15当時

※利用漁船数404隻(R4)

関連道 L=600m

葛輪漁港（生産拠点）

属人漁獲量約１千㌧

用地

外郭

用地

係留

係留

浮体式係船岸

国土地理院地図

葛輪漁港

薄井漁港

幣串漁港



３．3) 生産拠点，漁場の整備
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国土地理院地図

葛輪漁港

薄井漁港

幣串漁港

消波堤
S56完

浮消波堤
H9までに完

漁場面積の拡大

幣串漁港

浮消波堤
R3～R6

整備中

S56 消波堤及びＦＲＰ製浮消波堤整備

ＦＲＰ製を鋼製に

RCﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ製

幣串漁港（生産拠点）

属人漁獲量約１.7千㌧

・ 幣串漁場は，S50年代から消波堤を整備
・ H20年代，赤潮被害対策として生簀の大型化
・ 漁場面積の拡大により，３基の浮消波堤を追加整備
・ 消波堤整備前のS50年代前半から現在では，生産量が３～４倍に



３．4) 品質向上，輸出促進の取組
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・ 漁協は，稚魚の集荷から組合員の養殖記録に至るまで一元管理
・ 品質の均一，向上と，生産，出荷の安定に取り組んでいる

➢ トレーサビリティ

独自飼料の統一使用（均一品質）
ＩＣＴ生産管理（生産技術の確立）

ＩＣＴ生産管理
・ 観測ブイで水温等を取得
・ 給餌量や生残率を機器に入力
・ 定期的に水中カメラで魚体測定

↓
・ 効率的な生産過程の把握。無駄な給餌抑制，生産者全体に技術共有

水中カメラの画像



３．4) 品質向上，輸出促進の取組
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➢ サステナビリティ

人工種苗の導入

・ 従来，ブリ養殖は天然種苗に依存
・ 春に天然種苗を採捕。４～５kgサイズでの出荷は翌年の秋以降，主に冬場
・ 夏場は品薄，出荷前に赤潮被害 ・・・夏季前後に出荷できる体制の構築
→ 稚魚を１月供給（通常より３ヶ月前）する種苗生産施設をH30に県が整備

・ 現在のニーズは年間を通した定量供給
・ 海外は季節による需要変動少ない ・・・周年出荷できる体制の構築
→ 稚魚を10月供給など，県は同施設の機能更新中（供給目標100万尾［R11］）

（公財）かごしま豊かな海づくり協会HPより

（公財）かごしま豊かな海づくり協会HPより

ブリ人工種苗生産施設（鹿児島県垂水市）



３．4) 品質向上，輸出促進の取組
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➢ 販路の拡大

展示会への出展

・ 漁協は商社機能として(株)ＪＦＡを設立。国内外への直販に取り組む
・ 北米を主に，これまで累計32ヵ国へ輸出
・ R２はコロナの影響も，輸出は回復傾向

輸出先実績

輸出量

輸出額



４．現在の取組

ラウンド（一本物）

フィレ（三枚おろし）

ニーズ

物理的に加工生産能力の限界 老朽化（築後30年） 作業の輻輳（交差事故の危険）

荷
さ
ば
き
所
側

加
工
場
側
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【近年】
・ 店舗の調理者不足や効率化から，ラウンドに
比べフィレ等の産地加工品の需要増
・ 飼料や燃料代の高騰など生産コスト上昇

【課題】 加工生産能力の向上，効率化を図りたい
・ 加工場の規模から加工ライン増設困難
・ 加工場の老朽化
・ 加工場と荷さばき所の道路分断 がネック

機械ラインの処理限界で人力作業



４．現在の取組

現状 計画
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・ 漁協の新たな加工場整備と連携し，県は道路，用地整備を実施中（山切り）
・ 新加工場の供用後，漁協は現加工場を撤去し，輸送トラックヤードを整備

荷
さ
ば
き
所

荷
さ
ば
き
所

現加工場

新加工場

加工場

荷さばき所



４．現在の取組
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・ 荷さばき所から加工場：タンクのフォーク移送から直接コンベア移送へ
・ ラウンドの衛生レベル向上：従来の陸揚げ後箱詰出荷から加工場経由へ
・ フィレ加工の増産：１ラインから２ラインへ。生産量1.5倍を目指す
・ このほか，排水処理能力の強化で内蔵処理工程を自動化など省力化

⇒スピードアップによる出荷時間前倒しも検討可能に

荷さばき所
（既設）

陸揚

計量 プラットホームラ
ウ
ン
ド

資材庫

出入口（２Ｆへ）
作業員
出入口
（２Ｆから）

・
ｻﾆﾀﾘｰ

排水，残渣処理

トラック積込，出荷

新加工場（１Ｆ）※２階建て

渡り屋根

フィレ加工
包装 梱包

製氷

冷凍冷蔵

ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ

➢ 新加工場のイメージ（平面）



４．現在の取組
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(諸浦地区)
総合加工場

防波堤

-3m岸壁

用地（約９千㎡）

道路

浮桟橋

漁協 総合加工場（H25）

本港から1.5km
本港 竹島

総合加工場で製造している製品

養殖ブリ二次加工 一次加工

アオサの集荷作業（本港の道路上）

・ 養殖マダイやアオサは本港で陸揚げ・集荷し，1.5km先の総合加工場へ
・ 本港地区はブリ養殖の準備作業や漁船漁業の陸揚げで混雑
・ 総合加工場前の入り江を新たに造成。陸揚げ，各種作業，総合加工場へ
の輸送を効率化（竹島山切りの発生土利用）

国土地理院地図



５．おわりに
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鹿児島のブリ
ご賞味ください


